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AWS NIFS-LHDオープンデータとは
• NIFS LHDの全計測データをAWSのオープンデータスポンサーシッププログラムに基づき、無償公開

（AWSのアカウントが無くてもダウンロード可能）した物．
• AWSオブジェクトストレージサービス（Simple Storage Service: S3)にファイル数:約18百万、

ファイル容量合計 約2PiBの巨大なデータ群を保管

https://registry.opendata.aws/nifs-lhd/

AWS NIFS-LHD収容ファイルの内訳
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概要
• AWS NIFS-LHDデータの効率的な利用方法を探す
• 利用方法

- データの取得方法・移動方法にフォーカス
- データを使った解析は対象外

• 調査項目
1. S3操作ツールによる性能の違い
2. 取得データを遠隔利用する際の効率的な転送方法
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1. S3操作ツールによる性能の違い (1)
• S3を操作するツールは、純正のaws s3コマンドの他に、様々な物が存在．

- Linode CLI, s3cmd, s4cmd, s5cmd等
- 事前調査[1]によるとs5cmdが速い
- aws s3コマンドとs5cmdを比較

[1] アカマイ・テクノロジーズ合同会社、「CLIを利用して Linode Object Storage にファイルを最速でアップロードする」、
https://qiita.com/isss802/items/3a4b9865c6f88373e437
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1. S3操作ツールによる性能の違い (2)
• テスト条件:

- AWS東京リージョンのEC2サーバからaws s3とs5cmdを使って各種操作を実施．
- ツールはチューニングは行なわず、標準設定を使用
- OS: Amazon Linux 2023
- データ: 2003年第7サイクルの全データ、222,538ファイル、約1,141GB (1.04 TiB)

消去(rm)移動(mv)ダウンロード2コピーアップロードダウンロード1ツール
10m34.112s
14.40 Gbps

100m36.203s
1.51 Gbps

-
-

103m34.876s
1.47 Gps

81m6.616s
1.88 Gbps

56m44.580s
2.68 Gbps

aws s3

3m46.028s
36.96 Gbps

4m6.984s
40.39 Gbps

2m48.225s
54.27 Gbps

3m1.099s
50.41 Gbps

8m32.681s
17.81 Gbps

8m37.477s
17.64 Gbps

s5cmd

i4i.32xlarge (NW帯域:75 Gbps)m6i.12xlarge, i4i.8xlarge (NW帯域:18.75 Gbps)instance

• 結果: s5cmdが桁違いに高速

NW帯域がボトルネックと判明したので、より高性能なサーバ（インスタンス）を使用
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1. S3操作ツールによる性能の違い (3)
• s5cmdの限界:

- 大きな1つのファイルのアップロード・ダウンロードでは、aws s3とあまり速度が変わ
らない．→ 多数のファイルを扱う時に、高速性が発揮される．

- 通常のOS経由のIOを使う為、高速SSDの性能を活かせない可能性がある．→ SSDの性
能限界を引き出すには、非同期IOが必要なのだが．．．

- マルチコアによる並列処理で高速化を図っているのでCPU数が少ないサーバだと、高速
性を発揮できない可能性がある．

- 通信距離が⾧くなる程、性能が低下する．→ 調査項目２のテーマ

（参考）s5cmdについて
- https://github.com/peak/s5cmd で公開．MIT license
- pipでインストール可能（但し、python 3.11以上が必要）
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2. 取得データを遠隔利用する際の効率的な転送方法（1）
• s5cmdをもってしても、通信距離が⾧くなる程、転送速度が低下する（下表）

サーバ仕様転送速度転送時間推定RTT(*)From
i4i.32xlarge (NW帯域:75 Gbps)54.27 Gbps2min 48.2s< 1 ms東京リージョン
SINET6 データ転送実験用サーバ (NW帯域: 100Gbps x2)29.69 Gbps5min 7.5s20 ms北海道北見
i4i.32xlarge (NW帯域:75 Gbps)8.89 Gbps17min 7.3s250 msパリリージョン

(*) s3サーバにpingする事は出来ないため、推定値

AWS NIFS-LHDのダウンロード時間（データは項目1と同じで約1TiB)

• NIIのファイル転送ツールMMCFTPと組み合わせることで、高速化できるのでは?
1. データは、東京リージョンで取得する (50 Gbps超の速度入手可能）
2. 取得したデータをMMCFTPで遠隔地（パリリージョン）に送る
3. トータルの転送時間は、どうなるか?
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2. 取得データを遠隔利用する際の効率的な転送方法（2）
• テスト条件:

- EC2サーバは東京・パリ共にi4i.32xlarge (NW帯域:75 Gbps)を利用．
- MMCFTPでの転送では、新たに開発したボリューム転送機能(*1)を利用．
- 通信経路は、インターネット経由と仮想内部ネット直接通信（VPCピアリング）の2種

類を試行

17m7.335s / 8.89 Gbpss5cmd
トータルMMCFTP転送(*2)umountダウンロード（東京）
8m 39s / 17.58 Gbps4m 53s / 32.69 Gbps

0m 58.091s2m 48.225s / 54.27 Gbps
インターネット

7m 4s / 21.5 Gbps3m 18s / 48.29 GbpsVPCピアリング

結果: MMCFTPを併用した方が、s5cmd直接より、高速転送可能．

(*1) ディスク全体またはそのパーテションを丸ごと転送する機能．多数のファイルが含まれていても、一つのブロックファイルとして扱う為、
MMCFTPで高速転送できる．受信結果はDense RAWのイメージファイルとなり、ループバックマウントにより通常のファイルシステムとして
アクセスできる．

(*2) MMCFTPの転送速度として、インターネット経由では約33.6Gbpsを指定し、VPCピアリングでは約50Gbpsを指定した．AWSでは、イ
ンターネット経由通信はNW帯域が表定の半分に制限される．VPCピアリングではその制限は無いが表定帯域が保証される訳ではない．
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実験結果のまとめとサジェスチョン（１）
• AWS S3を操作するツールとしては、s5cmdを推奨．
• AWS NIFS-LHDデータを最高性能で利用するには?

- AWS 東京リージョンのEC2サーバを使うのが、確実．
- 50 Gbps超のNW性能・ストレージ性能を持つオンプレミスサーバは、高価．
- 高価なサーバを用意しても、インターネット経由では組織のNW管理部門が提供す

るファイアウォールの性能がボトルネックになる事が多い．（但し、SINETクラウ
ド接続サービスを使って、L2VPN接続によりファイアウォール無しでNIFS-LHDデ
ータを使う方法は有り得る）

• EC２サーバでも、高性能サーバは高価．
- 通常は低性能サーバを使い、必要な時だけ高性能サーバに切り替える（インスタ

ンスタイプ変更する）のが良い．
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実施結果のまとめとサジェスチョン（２）
• データディスクの選択にも注意が必要

- 実験では、当初 EBS（永続性のあるNWディスク）を使ったが、非常にコストが掛
かった為、インスタンスストア（内蔵SSD）を持つインスタンスに切り替えた．

- インスタンスストアは、サーバを停止すると内容が消去されるが、ストレージ読み
書きで課金されないし高性能なので、一時データ置き場として有用．

• MMCFTP併用で遠隔地でも転送速度を上げられるが、致命的な問題「データ転送料
が課金される」が有る．

• OSとして、AWS純正だからとの理由で、Amazon Linux 2023を使用したが、使い
たいパッケージが用意されていない事があった．追加料金不要のLinuxは他にも有る
ので、使い慣れた物を使用するのが良い．
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